【動画データの作り方】　作成日：2007/05/09
●使用ソフト（すべてフリーソフト）
· FREEG 



① http://www.vector.co.jp/soft/win95/business/se060813.html
· TMPGEnc Version 2.524 

② http://www.tmpgenc.net/j_download.html
· 圧縮ファイル(zip形式)の解凍ソフト
③ http://www.forest.impress.co.jp/lib/arc/archive/archiver/
· demonstration.zip（考察ファイル）
④ http://www.cm.nitech.ac.jp/maeda-lab/
※ ③：zipファイルやlzhファイルが解凍できればどのソフトを選んでもOK。おすすめは『Lhaplus』。
　 ④：前田研の授業のページから「demonstration.zip」をダウンロードする。

●データ作成の流れ

(1) Fortranの実行ファイル（exeファイル）を用いてdatファイル（拡張子.dat）を作成する。

(2) 『FREEG』を用いてdatファイルデータをグラフ化し、bitmapファイル（拡張子.bmp）に一括変換する。

(3) 『TMPGEnc』を用いてbitmapファイルを動画に変換する。

●詳細（Default Functionを例に…）

(1) 上記の④（講義案内）からダウンロードしたフォルダ（demonstration）を開き、defaultフォルダの中にある実行ファイル『WavePropagation1D.exe』を実行する。
(2) 実行すると「WavePropagation1D_xxxxxxxxx.dat」といったような連番のdatファイルが生成される（データはx-u関係のみ）。
· 補足：thdファイルを作成するときは『WavePropagation1D.for』を開き、30行目の「flagkd」の値を’1’から’0’に変更する。
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(3) ①のページからダウンロードした『freeg081.lzh』を解凍する。フォルダ内の『FREEG.exe』を起動し、ツールバーから「グラフ」→「連続グラフ処理」を選ぶ。
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(4) データファイル（(2)で作ったdatファイル）を選ぶ。※一度に選択できるファイル数は100個程度。
(5) 設定ファイル名として、『WavePropagation1D.for』が入っているフォルダと同一フォルダ内の「default.fgc」を選ぶ。
(6) 「データ」タブをクリックし、「カンマ区切り」を選択。
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(7) 「グラフ」タブをクリックし、「ビットマップ（BMP）」を選択し、「スタート」ボタンを押すとbmpファイルが作成される。
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(8) 動画にしたいdatファイルを全てbmpファイルに変換できたら、②のページからダウンロードした『TMPGEnc』を起動する。※動画にしたいファイルは連番を振っておく必要がある。
(9) 「設定」タブから「環境設定」を選択。
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(10) 「連番のファイルを一本のムービーとして開く」にチェックを入れる。
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(11) 「VFAPIプラグイン」タブをクリック。「BMP/PPM/TGA/JPG File Reader」を右クリックし、「優先度を上げる」を選択して、他のプラグインよりも優先度の値を高くする。
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(12) 最初の画面に戻り、(8)で作成したbmpファイルの最も若い番号（動画にしたい最初の１枚）を濃い灰色の部分にマウスでドラッグ＆ドロップする。
(13) 「ストリームの種類」をSystem(Videoのみ)に変更する。
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(14) 左上の「圧縮開始」ボタンを押して出来上がり。bmpファイルがあった場所と同じ場所に動画ファイル（mpeg形式）が生成されているはず。
